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布袋駅東に市立図書館 
澤田和延市長は、名鉄布袋駅東側へ新設予定の複合公共施設内 

に市立図書館を移設する方針を示しました。 

現在の石枕町にある江南市立図書館は、手狭さや老朽化、アク 

セスの不便さが指摘されていました。市では以前から「新図書館 

建設事業基金」を積み立て、これまでも新図書館の建設を検討し 

てきました。積立金は今年４月末で約 7億 3,500万円になります。 

また、図書館を郊外から中心部へ移すことで事業費の半分は国の 現在の江南市立図書館 

交付金を活用できる見込みです。図書館が入る予定の複合公共施設は、名鉄布袋駅周辺の鉄道高

架化に合わせて計画されており、スーパーなどの商業施設や保健センターや子育て関係の市の

施設が入ることを想定しています。この移設を前提としたアドバイザリー業務委託(３年間で約

1,000万円)の補正予算案が６月定例会に提出され、可決されました。 

６月定例会 平成 30年度一般会計補正予算の主な内容    △は減額 

布袋駅東複合公共施設整備事業（アドバイザリー業務委託料等）      32万 2千円 

企業誘致等推進事業（中小企業再投資促進奨励金）            158万 1千円 

道路施設長寿命化事業（９路線での舗装調査委託料）           559万 5千円 

布袋駅東複合公共施設整備（用地取得）事業（公有財産購入費等）  5億 584万 8千円 

交通結節点整備事業（布袋駅東地区；排水路整備補償費）         842万 3千円 

都市計画道路整備事業（江南通線）                  2264万 5千円 

学校施設改造事業（古知野中学校他２小学校便所改修工事設計委託料等） 1185万 2千円 

国指定重要文化財「曼陀羅寺正堂」保存修理補助事業           756万 7千円 

スポーツプラザ整備等事業（市営グランド・テニスコート改修工事費等） 5914万 3千円 

スポーツセンター建設事業（旧市民体育会館解体工事費等）      △1471万 0千円 

※一般会計歳入歳出予算の総額にそれぞれ 6 億 2198万 6千円を追加し、平成 30年度一般会

計予算の総額は、歳入歳出それぞれ 279億 1613万 8千円となりました。 

無料貸し出し傘 
７月より、市役所１階受付前に「無料貸し出し傘」が設置されました。 

昨年 12月定例会で私が提案させていただいたことが実現しました。 

市役所での忘れ物の傘を一定期間保管した後、警察署へ届け、３カ月間 

所有者が判明しない場合、拾得した市役所が所有権を得ます。その傘を無 

料貸し出し傘として再利用（リユース）します。ごみの減量（リデュース） 

にもなります。市役所にて急な雨でお困りの時は、ぜひご利用ください。 

 



６月定例会開催 
 ６月７日(木)から 27 日(水)まで６月定例会が開催され、12 日(火)から 14 日(木)までの３日

間に一般質問が行われました。私の主な一般質問の内容は下記の通りです。 

1．教育行政について 

（1）江南市スポーツプラザとＫＴＸアリーナについて 

(質問) ＫＴＸアリーナに（江南市スポーツセンター）という表記をいつまで行うのか。また、

改修工事を行う市営グランドでのネーミングライツを提案しました。 

(回答) ＫＴＸアリーナは、江南市スポーツセンターを命 

名する権利として、ネーミングライツ・パートナーを募集 

し、愛称として決定しました。開館して間もないこともあ 

り、現在は条例上の「江南市スポーツセンター」と併記を 

していますが、市民への周知に努める中で、周知されたと 

判断できた際に愛称のみで表記をします。 

また、６月定例会へ提出した補正予算の「市営グランド 

照明器具等改修工事」において、市営グランドのスタンド、 

ベンチ、夜間照明塔の塗装、バックネットの張り替え等の 

改修工事を予定しています。改修工事完了後には、市営グランドのネーミングライツ・パート

ナーの募集について検討していきます。 

（2）学校給食について 

(質問) ５月７日の「こうなんＤａｙ」での学校給食 

において行われたユニークな献立を、今後も続けて 

いくほしいと提案しました。 

(回答) 献立のメインには、江南産の小松菜を使い、 

藤花ちゃんのイラストがはいった「ふじかちゃんの 

こまつなコロッケ」を、また、紫玉ねぎで曼陀羅寺 

の藤の花を表現した「ふじのはな まんかいサラダ」 

を提供しました。報道でも取り上げられ、学校給食を通じて「こうなんＤａｙ」をＰＲできた

と思います。このような献立は市への親しみを持っていただけ、さらに、地産地消の取り組み

を進めていく上でも「こうなんＤａｙ」は良い機会だと思います。 

今後も、関係部局とよく調整し、可能な範囲で行っていきます。 

（3）私立高等学校等就学助成金について 

(質問) 私立高等学校等就学助成金が、平成 29年度当初予算の 450万円から、平成 30年度で

は約 635 万円へ大幅な増額となりました。その具体的な内容を尋ねました。 

(回答) 平成 29 年度までは、私立高等学校等に在学する生徒の保護者等で、世帯の市民税所得

割額が 163,500 円未満の方に対し 10,000 円を交付していました。 

 それに対し、平成 30 年度は所得区分に応じ、段階的に金額を変更します。具体的には、生

活保護・非課税世帯の方には 20,000 円、市民税所得割額が 51,300 円未満の方に対には 15,000

ＫＴＸアリーナ 



円、市民税所得割額が 163,500 円未満の方には 12,000 円です。 

広報 10 月号には、私立高等学校等就学助成金の案内を掲載し、周知を図っていきます。 

2．福祉行政について 

（1）夏休み仕事体験について 

(質問) 市役所で活動をしているトゥッティという団体がありますが、どのような団体か。ま

た、具体的には市役所内でどのような活動をしているのかを尋ねました。 

(回答) トゥッティは、軽度発達障害を抱える親の会として平成 18

年４月より活動を開始しており、月に一度市内の公共施設を利用

し、座談会や学識者を招いての勉強会等を開催している団体です。

平成 24 年度にトゥッティの代表者より、夏休みの期間を利用して

発達障害児に社会活動を通して働く体験をさせたいとの要望があ

り、①鯉のえさ箱作り、②ゴーヤの水やりの手伝いを実施しています。また、夏休み終了時に

は参加した障害児に対し、社会福祉事務所長より感謝状を渡しています。今年の夏休みも実施

予定で、体験を希望する児童生徒を広く募集していきます。 

（2）風しんワクチン接種事業について 

(質問) 愛知県では、先天性風疹症候群の発生を抑えるために、風疹対策を推進しており、抗

体検査費用の助成をしています。どのような制度かを尋ねました。 

(回答) 県は妊娠を希望する女性で、出産の経験がない方、風疹の抗体検査やワクチン接種を

受けたことがない方、風疹にかかったことがない方、これらすべてに該当する方を対象に無償

で風疹抗体検査を実施しています。 

 手続き方法は、検査を希望する協力医療機関を所管する保健所に、本人確認ができる書類を

持参して申請し、受検票の交付を受け、協力医療機関で抗体検査を受けます。 

(質問) ワクチン接種の助成制度はあるのかを尋ねました。 

(回答) 市では、風疹ワクチン接種事業で、ワクチン接種に係る費用の半額（上限 5,000 円）

を補助しています。対象者は、保健所の実施する抗体検査の対象者で、抗体検査を受け、風疹

に対する免疫が不十分と判断された方となります。 

一旦医療機関での支払いが必要ですが、予防接種後に、風疹抗体検査結果、風疹または風疹

麻疹予防接種の領収書、印鑑、支払口座が分かるもの、マイナンバーが確認できるものを保健

センターへお持ちいただき、申請していただくことで、償還払いをしています。 

3．防災・防犯行政について 

（1）防災公園街区整備事業について 

(質問) 犬山市の内田防災公園のようなＵＲ都市機構と連携した防災 

公園の整備を、江南市でも行ってはどうかと提案しました。 

(回答) 現在、地域防災計画においては、避難場所や防災倉庫など 

の数は既に充足しているため、新たに防災公園の整備をする方針は 

位置付けられておりませんが、今後、市街地での工場跡地などのま 

とまった土地の活用方法として公園整備を行うときには、この防災 

公園街区整備事業の活用を検討していきます。 

市役所 コーヤの水やり 



（2）侵入盗に対する取り組みについて 

(質問) 愛知県は侵入盗が 11年連続全国ワースト１位、愛知県内の市区町村別認知件数では一

宮市がワースト１位です。一宮警察署ではヤクルト愛知県防犯協力会と連携していると新聞報

道がありました。江南警察署でも同様の活動はあるのかを尋ねました。 

(回答)  尾張ヤクルト販売㈱に確認

したところ、侵入盗防止を啓発するチ

ラシ等配布の活動は、一宮警察署の

他、江南、犬山、小牧警察署から依頼

を受けて実施した実績があるとのこ

とでした。また、江南警察署では、今

年度は一般社団法人愛知県自動車整

備振興会にも依頼し、チラシ等の配布

を実施しました。 

市でも、江南警察署と協力し、今年

１月に、侵入盗模擬被疑者展示とし

て、実際の侵入盗の姿をしたマネキン

人形を、江南警察署以外では初めて江南市役所ロビーに展示して、市民の方に侵入盗防止啓発

を実施するなど、防止啓発に努めています。なお、今年１月から４月までの江南市の侵入盗認

知件数は 30 件であり、前年の 34 件を下回っています。 

今後も江南警察署と協力し、侵入盗をはじめとした犯罪の防止啓発に努めていきます。 

4．合葬式墓地について 

(質問) 孤独死が発生したとき、親族が見つからない場合にはどのように火葬を行っているの

か。また、遺骨をどのように扱っているのかを尋ねました。 

(回答) お亡くなりになった方で、身寄りが見つかっていない場合は、警察より市へ連絡が入

り、市で身元調査を実施します。その場合、一定期間は葬儀業者へご遺体の安置をお願いし、

親類へ取りつなぐことをしますが、３週間程度経っても親類等が判明しない場合は福祉葬を実

施します。その場合、火葬を尾張北部聖苑へお願いしています。 

火葬後の遺骨は、他の方の残骨とともに再度加熱（溶融）され、体積を減らした後に、お寺

にて永代供養されています。現在は福井県勝山市にある清大寺（斎場遺灰精霊供養塔）に納め

て永代供養を行っています。 

(質問) 昨年、岐阜県関市が合葬式墓地を整備しました。合葬式墓地の市単独での設置が難し

ければ、尾張北部聖苑の周辺の土地などで、広域での整備を提案しました。 

(回答) 広域による整備は、設置や維持管理に係る費用を構成市町

で分担できるという利点はありますが、現在の尾張北部聖苑につき

ましては、今後において老朽化などによる建て替えの検討を行って

いく可能性もあることから、周辺の土地利用につきましても慎重に

検討する必要があると考えています。 

※市より上程された議案につきましては、すべて原案の通り可決しました。 

関市 合奏式墓地 


